
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■会長の時間        会長 長濵  博 君 

皆様こんにちは。 1ヶ月振

りの例会となります。お元気

で何よりです。途中大変な雨

で、ニュースでは宮崎市南部

に避難指示が出された様で心

配です。 

さて、本日は理事会でのご

意見を踏まえて、例会に zoom

等での参加を可能にする試み

を橋口ＳＡＡが取り組んで頂いております。岩切洋君、中

島君が参加してくれております。 

話題には事欠かないひと月でした。オリンピック、パラ

リンピックが閉幕してかつてない環境の中でアスリート

の皆さんのパフォーマンスは感動を与えてくれました。 

特にパラリンピックの自国開催で、毎日各種目を見る

事ができハンデのある選手が自分の可能性を見せ競技す

る姿はまさに驚きと感動でどうしてあんな事ができるの

だろうと人間の持つ能力を何度も感じ涙、涙の連続で興

奮しきりでした。多様性、共生社会の実現と言われた大会

にインパクトを与えられました。経済でも、株価が 3万円

を超え 31年ぶりの高値！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今日で1年を迎える菅政権、ポスト菅の自民党総裁選、

アフガニスタンのタリバンの実行支配から 1 ヶ月が経過

等、コロナ禍でも、色々な事が進んで行きます。 

まったく話は変わりますが7月21日に宮崎神宮にお守

りを買いに行ったときの話です。岩切まなつさんの台湾

留学の安全祈願の件を社務所で、相談して選んで頂き「こ

れでよし！」とお礼を申し上げ帰ろうとした時、今高木兼

寛さんと渋沢栄一さんの書を展示しておりますご覧にな

りませんかと声をかけて頂きました。「はい！」と答えて

案内を受けると社務所貴賓室に通されました。重厚な格

調高いその広間に掛け軸となって並んでいました。高木

さんの書には「終はりを慎み 遠きを追えば 民の徳厚

きに帰せん」渋沢さんの書には「財を生ずるに大道あり 

これを生ずる者衆くして これを食らう者寡なく これ

を為すもの疾くして これを用ふる者紓やかなれば 即

ち財常に足る」 素晴らしい書を拝見し、その意味の説明

を受け、人と人の出会いの大切さを学びました。 

帰りには、偶然にも本部宮司に出会い、話に花が咲きま

した。終わりにロータリーの話をして機会を見つけて卓

話のお願いしたら快く引き受けて下さり今日は良い日だ

と一人悦に入ってました。 

 米山奨学生のサブリアンシャ君が本日最後となります。

インドネシアに帰り大学教授を目指すとのことです。 

心からエールを送り素敵な時間を皆様と過ごしたいと

思います。 
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第 2176 回 令和 3 年 9 月 30 日プログラム  

 

 

 

 

 

 

 

高鍋ロータリークラブテーマ 

『いかなる時も楽しく魅力あるクラブを！』 

第2730地区ガバナー      井 福 博 文 

中部グループガバナー補佐    田 島 直 也 

RI会長テーマ 

『奉仕しようみんなの人生を豊かにするために』 

第2730地区テーマ 『ロータリーの原点に立ち 

誇りと自信を持って行動しよう』 

9月の月間テーマ  

  基本的教育と識字率向上月間・R友月間 

７．ＢＯＸ披露 

８．委員会報告 

９．会員増強卓話 

10．点   鐘  

11． 

 

 

 

１．点  鐘  

２．ロータリーソング  

  それでこそロータリー 

３．ビジター・ゲスト紹介  

４．会長の時間 

５．幹事報告 

６．出席報告 

 

本日の例会案内  

＊会員増強卓話―関 康仁君 

  ＊100万㌦ランチ BOX 

 

 

 

 

次週例会案内；10月 7日（第 2177回） 

＊月初めのセレモニー   ＊雑誌紹介 

＊クラブ研修―岡島達雄君 ＊米山ランチ BOX 

 ＊例会終了後理事会開催 

第 2175回 例会内容（9/16） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



■幹事報告＜文書案内＞    幹事 川上 幸子 君 

＊2021～2022 年度 宮崎県中部グ

ループIM（都市連合会）案内 

日時 令和3年10月23日（土） 

    13：30～16：00 

場所 シーガイアコンベンションセ 

ンター4階「樹葉」 

＊熱海豪雨災害被災地支援金報告 

 

 ☆月初めのセレモニー（9月） 

❤お誕生日おめでとうございます❤ 

      平山君  桑野君   岩切一浩君 

  

❤結婚記念日おめでとうございます❤ 

       福岡君   岡部君    岡島君 

  

 

■ＢＯＸ披露    親睦活動委員長 福岡 直樹 君 

＜ニコニコ・財団・米山ＢＯＸ＞ 

【長濵博君】米山奨学生、シャブ 

リアンシャ君１年6ヶ月の 

研究ご苦労様でした。石田 

さんお世話係本当にありが 

とうございました。ファミ 

リーへの差し入れは今後も 

続けてくださいませ。 

【平山英俊君】91歳の誕生祝に感謝。あの有名な日野原 

重明さんは「老いは成熟」と言っていますが、私は老 

いをヒシヒシと感じていますけど、まだ未熟です。 

これからです。 

【桑野倫夫君】今日は誕生祝をありがとうございます。 

【福岡直樹君】結婚記念日のお祝いのお礼。 

【岡島達雄君】結婚記念祝いを頂き有難うございます。 

  会員の皆様のお幸せを祈ります。 

【石田喜克君】サブリアンシャリズキカアクバル君の最 

後の例会参加です。来週24日が卒業式です。 

10月末に母国インドネシアに帰られます。 

幸多かれとお祈りします。 

【藤本範行君】久し振りに森さんのピアノ演奏が聴けて 

ホッとしています。皆さんコロナに負けずロータリー 

を楽しみましょう❕ 

【野添勝久君】例会の再開を祝い、又今後引き続き出来 

ることを祈って 

【岩切一浩君】新規入会して早２ヶ月誕生祝もいただき 

ました。今後ともよろしくお願いします。 

  岡山県にいる弊社の代表もいつかメークアップに来 

たいと言っておりました。 

 
■米山奨学生奨学金授与・奨学生終了証授与 

 長濵会長よりクラブバナーをサブリアンシャ君へ 

      

石田喜克君へカウンセラー感謝状 

   

■米山奨学生最後のあいさつ（9月） 

サブリアンシャリズキカアクバル君 

 本日は、米山ロータリー奨学金が博士号取得にどのよ

うに役立ったかについてお話したいと思います。 

私は、研究が大好きなので、将来は教授になることを夢

見ています。教授になるためのキャリアは簡単ではあり

ません。私はたくさんのお金を必要とする教育を続ける

必要があります。2005 年に学部を卒業してからは勉強を

続けることができなくなったので、お金を節約するため

にエンジニアになることにしました。私は、インドネシア

のガジャマダ大学で修士号を取得することができました。 

31 歳で修士号を取得しました。その後、エンジニアを

辞め、研究者、講師としてのキャリアを積み始めました。 

それでも私は、教授になるために博士号を取得する必

要があります。 その後、留学先としていくつかの国を比

較して日本に行くことにしました。主な理由は、私が本当

に専門家から自動化を研究したいということです。 

当時、日本での勉強はとても不可能に思えました。2017

年に文部科学省の奨学金で日本に行く機会がありました

が、35 歳になっていたので合格しませんでした。そのた

め、私は宮崎大学に私立の金融学生として通いました。 

 日本に行く前に、日本に住むための貯金を追加するた

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



めにインドネシアで車を売りました。お金があまりない

ので、1 年半はとても大変です。 ですから米山記念財団

が私を奨学生として受け入れて頂き、本当に勉強に集中

できて感謝しております。私は 12単位の教科が終わりま

した。教科の点(てん)は： 

研究者倫理 (秀)； 生産工学特別研究 (秀)； 設計生産 

システム論（融合科目）(良); 制御システム特論 (優) 

情報処理ハードウェア特論(秀) 

また、2つのジャーナルと2つの国際会議の執筆と発行

に集中できました。米山奨学金で博士号を取得すること

ができ、時間通りに卒業することができました。  

来週9月24日、私は卒業します。 

教育以外にも、日本で学んだことや経験したことがた

くさんありました。コロナの前は、インドネシアの友達や

宮崎県国際交流協会と一緒に、宮交シティモールや橘通

りなどでいくつかの音楽祭に参加する機会がありました。  

そして、宮崎の美しい場所を楽しむ経験をしました。私

は日本語を学ぶのにも良い経験がありました。 日本に行

く前に、インドネシアの日本語教室に 6 ヶ月間通ってい

ますが、日本に来ると 6 ヶ月では足りないことに気づき

ます。そのため、宮崎での日本語クラスも 1年間受けてい

ました。 それから、N5 レベル日本語能力試験を受けて、

合格できて本当に良かったです。 N5 レベルは日本語の

20％に過ぎないので、さらに改善する必要があります。 

高鍋ロータリークラブからは、少なくとも月に一度は

スピーチができるので、日本語が上達します。 漢字はと

ても難しいですが、日本語の音がとても好きなので、イン

ドネシアに戻っても日本語を勉強し続けたいと思います。 

私は来月インドネシアに戻り、インドネシアのブラウ

ィジャヤ大学で研究者と講師として働き始める予定です。 

そして、これが私の最後のスピーチなので高鍋ロータ

リークラブでの私の経験についてお話ししたいと思いま

す。高鍋ロータリークラブでの体験はとても面白いです。 

私はここでとても歓迎されていると感じ、とても素晴

らしい経験をさせていただきました。奨学生に合格した

というメールが届いたことを決して忘れません。このロ

ータリーピンを受け取ったとき、私は決して忘れません。

石田カウンセラーとの出会いを忘れません。夏は来ぬと

上を向いて歩こうを一緒に歌ったことを、私は決して忘

れません。ここに立って短いスピーチをしたときの気持

ちを決して忘れません。 博士号を取得するためには、米

山ロータリー奨学金と高鍋ロータリークラブからの支援

が非常に重要であったことを忘れません。 私はすべてを

決して忘れません。 

最後になりましたが、誠にありがとうございました。 

高鍋ロータリークラブにゲストとして招待されたこと

をとても誇りに思います。また、ロータリー米山同窓生の

会員になったことをとても誇りに思います。 

みなさまの支援と奨学金のおかげで、卒業することが

できました。素晴らしい機会を頂きまして誠にありがと

うございました。 

Terima Kasih. 

■初めて ZOOMでの例会開催 

ZOOMで雑誌紹介 中島幸浩君 

     

  

   

 ソングリーダー 多賀君    ピアノ演奏 森さん 

 

  

 本日の食事 

 

■出席報告       出席委員長 河原 好秋 君 

 

出席状況（9/16） 

会  員  数 40 名 

出 席 会 員 数 31名 

ホーム出席率 79.49％ 

修正出席率 87.18％ 

 

 

10月の例会プログラム 

10/7 2177回 月初めのセレモニー・雑誌紹介 

     クラブ研修―岡島達雄君・米山ランチBOX 

例会終了後理事会開催 

10/14 2178回 公式訪問前のクラブ協議会・血圧測定 

クラブフォーラム～公式訪問発表者3名 

     田島直也ガバナー補佐来訪 

10/21 2179回 米山月間卓話―井上博功君 

会員卓話―長谷川修身君 

     例会終了後プログラム委員会開催 

10/30 2180回 井福博文ガバナー公式訪問 

100％出席例会・100万㌦ランチBOX 

 

テーブルのお花 

 

 

 

 

 

 

 


